
金
津
古
蹟
志
巻
廿
三

城

西

堤

町

筋

浦

町

此
の
町
は
、
金
滞
本
町
廿
七
町
の
一
町
に
て
、
十
二
冊
定
曹
に
載
せ

た
る
金
棒
遇
町
筋
町
制
附
に
、
武
町
三
十
閑
石
浦
町
と
あ
り
。
と
の

町
名
は
、
元
和
元
年
九
月
利
常
卿
の
印
書
に
も
石
浦
町
と
載
せ
ら
れ

た
り
。

。
石

。
石
浦
町
来
歴

萄
停
に
去
ふ
。
石
浦
町
は
、
往
背
石
浦
村
の
村
跡
た
り
。
石
浦
村
は
、

石
浦
庄
七
夕
村
の
一
村
に
て
、
村
落
二
十
ク
所
に
分
れ
、
上
石
浦
は

今
云
ふ
百
姓
町
の
地
に
村
山
都
あ
り
、
下
石
浦
は
今
石
浦
町
の
地
に
村

家
あ
り
。
叉
石
浦
一
脚
祉
は
石
浦
山
王
と
稽
し
、
今
長
町
三
番
町
浅
加
・

由
比
雨
氏
の
奮
邸
の
地
に
あ
り
し
と
い
へ
り
。
明
治
二
年
石
浦
慈
光

院
の
上
申
書
に
も
、
石
浦
村
は
‘
上
下
に
別
れ
.
今
之
石
浦
町
に
下

石
浦
村
.
百
姓
町
民
上
石
浦
村
有
ν
之
、
上
下
一
在
所
也
。
と
見

h
、高

金
滞
古
蹟
志
巷
廿
三

部
忠
願
の
金
部
事
蹟
必
鍬
に
‘
今
の
安
易
殿
町
よ
り
長
町
へ
か
け

て
、
法
締
寺
馬
場
の
漣
ま
で
、
昔
の
石
浦
村
の
地
た
り
。
此
の
村
地
、

今
は
悉
く
武
士
エ
商
の
屋
敷
と
成
る
。
と
い
へ
り
。
さ
て
堤
町
・
南
町
・

金
屋
町
以
下
八
町
は
、
佐
久
間
盛
政
金
津
在
披
の
頃
建
て
た
る
町
屋

に
て
、

A
ね
い

M
常
山
八
町
と
呼
ぴ
、
金
滞
府
下
の
本
町
と
し
‘
石
浦
町

は
利
長
卿
の
時
定
め
ら
れ
た
る
牛
役
町
七
夕
所
の
一
町
に
し

τ、
む

か
し
は
本
町
に
あ
ら
宇
。
按
4
1

る
に
、
今
石
浦
町
は
、
南
町
・
堤
町
と

縫
き
た
る
本
題
り
の
本
町
た
れ
ば
、
利
長
卿
の
時
半
役
町
七
夕
所
の

中
へ
加
へ
ら
れ
し
も
の
は
‘
共
の
さ
き
南
町
・
堤
町
た
ど
の
本
町
共

は
、
金
谷
間
丸
の
地
に
あ
り
て
、
城
際
の
通
り
町
た
り
。
故
に
佐
久

間
氏
の
時
代
よ
り
‘
尾
山
八
町
の
中
に
て
本
役
の
町
と
す
。
南
町
・

堤
町
の
金
谷
の
地
に
あ
り
し
頃
は
‘
往
来
筋
今
と
異
り
し
ゅ
ゑ
、
石
浦

町
の
地
と
織
か
4
1
0

石
浦
町
は
石
浦
の
村
地
に
て
、
そ
の
か
み
は
南

町
・
堤
町
の
裏
地
友
り
し
か
ど
、
金
谷
出
丸
出
来
せ
し
頃
、
甫
町
・
堤

町
を
ぽ
今
の
如
く
町
地
を
移
縛
し
た
る
た
め
、
石
浦
町
と
町
総
き
に

成
り
た
り
。
故
に
今
の
如
く
遜
筋
と
な
り
た
る
に
よ
り
、
本
町
廿
七

町
の
中
へ
入
り
た
る
な
り
。
元
和
元
年
九
月
利
常
卿
の
印
書
に
、

石
川
郡
之
内
袋
畠
村
永
不
作
之
内
、
先
年
利
長
卿
御
在
判
に
て
新
聞




